
Heidelberg社のSPECTRALISは、ベースとなるプラットホー
ムに様々な画像取得・診断機能を載せることができる「マルチモ
ダリティ」という考え方に基づいて開発されており、ここが他社
OCTと大きく異なる点です。その為、SPECTRALISの眼底画像
診断機としての進化は留まるところを知らず、登場から8年が経っ
た現在でも新たなモジュールをリリースし続け、常に最新の眼底
画像診断機としてバージョンアップされています。
常に新たな領域を開拓し続けるSPECTRALISのさらなる進化

を体感していただきたく、今回は「スペクトラリス読影塾」と銘打

ち、最新のバージョンアップモジュールから得られる画像の読影
法を学ぶセミナーを企画しました。
新たな評価法として注目されているen-Face画像を得る

「Transverse Section Analysis」、色調の変化によって深さ方
向の情報を織り込んだ新しいSLO画像「Multicolor™」の広角
撮影での評価、そして最新の「OCT2・OCT Angiography」の
試用経験など、盛り沢山の内容を3名のエキスパートの先生方に
講義して頂きます。
多くの先生方の“入塾”をお待ちしております。

日時 ▼2015年12月4日（金）17:40～18:40　会場 ▼第3会場（ホールB7（2））

飯田 知弘先生［東京女子医科大学］

園田 祥三 先生［鹿児島大学］
SPECTRALIS  Multicolorの画像を読む

緒方 奈保子 先生［奈良県立医科大学］

1996年 愛媛大学医学部　卒業
1996年 鹿児島大学医学部附属病院　眼科　
2000年 鹿児島大学大学院医学研究科　外科系（眼科）修了
2000年 鹿児島大学医学部附属病院　助手
2007年 ドヘニー眼研究所　留学
2009年 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　眼科学分野　助教　
2010年 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院　診療講師
 現在に至る

1983年 関西医科大学 卒業、眼科 入局
1988年 関西医科大学 眼科 助手
1991年 University of South Florida 留学
1994年 関西医科大学 眼科 講師
2003年 関西医科大学 眼科 助教授
2007年 関西医科大学 眼科 准教授
2010年 奈良県立医科大学　眼科　主任教授
 現在に至る
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SPECTRALIS  OCTのEn -face画像を読む

大音 壮太郎 先生［京都大学］
1998年  京都大学 医学部 卒業
2005年 京都大学大学院 医学研究科 修了
2005年 兵庫県立尼崎病院 眼科 医長
2008年 京都大学医学部附属病院 眼科 助教
2013年 Manhattan Eye, Ear & Throat Hospital研究員
2014年 京都大学医学部附属病院 眼科 講師
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1985年 新潟大学医学部卒業
1998年 群馬大学医学部眼科　講師
2000年 Manhattan Eye, Ear & Throat Hospital留学
2001年 群馬大学医学部眼科　助教授
2003年 福島県立医科大学医学部眼科　教授
2012年 東京女子医科大学医学部眼科　教授
2015年 東京女子医科大学病院　副院長
 現在に至る
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